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令和２年度三重大学国際交流事業実施報告書（学内版） 

 

１．申請部局 

 学部・研究科名等：  生物資源学研究科    

 

事業担当者の職・氏名： 教授・中島千晴    

 

内線電話番号： 9638  

 

電子メール： chiharu@bio.mie-u.ac.jp   

 

 

２．事業の名称（20字以内，別に副題を付けても良い） 

 

   海外協定校における短期実習の多様化       

 

 

 

３．事業内容の別（該当するところにチェックを入れてください。） 

 

□教職員，学生の海外派遣（学会やシンポジウム等の出席は除く） 

 

□海外交流機関等からの教職員，学生の受け入れ 

 

■国際教育プログラムの開発や推進 

 

□その他 
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４．事業の取組結果 

（１）事業概要（簡潔に事業全体の概要がわかるように記述してください） 

 実施予定であったマレーシアトレンガヌ大学でのサマースクールを中止し、オンラ

インにて生物資源学研究科卒業生でもある教員を講師に迎え、サマースクールの説明

会を 1 年生対象に実施し、また先方の学生を対象に三重大学が研究内容と交流につい

て web セミナーを実施した 

 

（２）事業の背景・これまでの実績 

 

昨年までに開催された 2回のサマースクールにのべ 14名が参加している。この他にマ

レーシアプトラマレーシア大学、フィリピンセントラルルソン大学においてサマース

クールを実施する予定であった 

 

（３）事業実施結果 

 

突発的な事故のため、マレーシアからの講義は中止されたが、2020 年 12 月 2 日に 1

年生 260 名に対しサマースクール等、生物資源学研究科の国際交流事業の説明を実施

した。また 2020 年 12 月 7 日にマレーシア・トレンガヌ大学向けオンラインセミナー

では三重大学からは生物資源学研究科長以下 4 名の教員による講演、マレーシアトレ

ンガヌ大学からは水産・食品学部長以下、4 名の教員による講演が行われ、生物資源

学研究科大学院生、渡日の叶っていないアジア・アフリカ地域の待機学生(研究生・休

学学生)や、マレーシアトレンガヌ大学からは水産・食品学部生等、10 カ国 200 名を

超える国際色豊かなセミナーとなった。 

 

 

 

 

（４）事業の意義 

 

三重大学の顔である水産系、強みである生物資源を利用する農芸化学、熱帯をフィー

ルドにした昆虫生態学について双方で議論が行われた 

 



（５）事業の発展性 

教員同士の将来的なマッチングを企図して実施さており、次年度以降の交流が期待さ

れる 

 

（６）中期目標・中期計画における位置づけ 

中期目標【12】：（大学と地域のグローバル化推進）世界で活躍できるグローバル人材

を育成 し、国際教育・国際共同研究を充実させるために、地域社会や世界各国の大学

との交流活動 を活発化させ、海外の大学等との学生と研究者の相互交流を増加させ

る。 

 

 

 

（７）その他 

   

 

 

 

 

 

 

 


